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ロ シ ァ 語名詞変化覚 え書 き

一一 n6nbiMfi の 綴字 の 改正
一

城 田 俊

　 　　　　　　 　　　　　　　 は じ め に

　§ 1．　 P シ ア 語を或程度 こ なす人な ら誰で も BP6 ，y　fi が い か な る 変化を行 う

か を知 つ て い ます 。 それ は nyTb や KOCTb と同 じく単数の 生格 ・ 与格 ・前置

格 が一致する語形変化 で，文献 〔1〕で は 第皿変化 の 中性変化，〔2 〕で は 第］1

中性 変化 と呼ばれる もの で す 。 筆者は こ れを 中性補助変化 と呼び た く，本稿で

も筆者の 用語で 通 しますが ， 用語上の 混乱が お こ る とい けま せ ん の で ，
こ れ ら

変化 パ タ ーン の 名称 の 異同を こ こ に 表示 し ま す （第 1表）。
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第 1 表　語形変化 の 名称

　　　　　　 　　　　　　　 　語 　　　尾

　§2．　 こ の BP6Mfi の 単数主格 の 語尾 は何で し ょ うか 。 常識的に Oik　fi で ある

と答える こ とが で きま し ょ う。 〔4 〕 の よ うな高度に 専門的な変化 の 研究書で

も こ の H を ， 事実，語尾 と し て 扱 い ます。 こ の fiは BP6Mfi
，
　AM”　q に 於て先

行す る M が軟子音で あ る こ とを示 し，そ の文字の 背後に ある母音は a で ある ，

とい う こ とは ロ シ ア 語の 綴字 の 読み方を習 っ た 人な ら誰で も解 ります 。 し か し，

こ れ ら語 の 語尾は ，本 来，何か ，
H な ら fi で もい い が， こ の fi の 背後に 隠れ
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て い る く音素〉は 一体何か とい うこ とは なか な か 困難な問題で ，学者問で 一致

した意見があ るわけ で は あ りま せ ん 。 それ は 音素 に 対す る考 え方に よ る こ とは

勿論で す が， こ こ で い う中性補助変化に 属す る名詞 の 範囲 の 限 り方，ま た ， 中

性補助変化 とは い か なる変化で あ るか とい う考 え方に よ り， まち まち な答が出

し得 る か らです 。 代表的な意見をあげます 。

　（1） 〈a エ〉．原形が ， 綴字 で い えば 一M兄
， 音声で い え ば 〔m

’

o〕 で 終 る 名 詞

（例えば BP6Mfi ） の 末尾の 〔e〕に 当る音がそれ ら名詞の 単数主格 の 語尾で ある

と考え ， 資料をそれ ら名詞 に 限 るな ら ， こ の 〔e〕は い か な る 〈音素〉 の あ らわ

れ で ある か は っ ぎ りわ か らな い と い う こ とに な ります。なぜ な ら，こ れ ら の 語

で は こ の 語末の 音に ア ク セ ソ トが置か れ る こ とが な い か らで す 。 母音は ， 普通 ，

ア ク セ ン ト下 に もち きた らせ た 時 ， そ の もと の 姿が は っ きり し ます （〔6 〕359

−361頁）。 こ の ま ま で は 〈a＞で ある可能性もあ り， また ， ＜o ＞で ある可能 性 も

あ ります 。
こ の よ うな音韻論的な考 えを し っ か り守る ヂ ュロ ヴ ィ ッ チ は ，で す

か ら， 〈a ・〉 で それを表記 し ます （〔7 〕141頁）。〈a ・〉 とは ひ ら た くい えば ，

＜a＞ で ある か 〈Q＞ で あるかわ か らな い とい うこ と です 。

　  　〈o＞．〈a＞ は 基本 変化 に お い て 中性名詞が 決 して と らな い 単数主格の 語

尾で あ り，〈o＞は 中性名詞 ， 例 えば， cn6BO
，　BeLuecTB6 が必ず とる単数主格

の 語尾 で す 。 で すか ら， 補助変化 の 中性名詞の 単数主 格の 語尾 も くa＞ で ある

とい うよ り 〈o＞で あ る とい っ た方が よ り説得的で ある とい うこ とに な ります 。

ヤ コ ブ ソ ン が ，
BP6Mfi 等 の 単数主格は く0＞ で ある と定め た の もこ の よ うな考

え の 歩を進め た 結果 と思あれ ます （〔5〕 166頁）。 か くす る と，単数主格の 語

尾は 男性変化 ・ 中性変化 で 基本変化 と補助変化で対応が成立 ち ま す 。
つ ま り，

男性 基本変化 （例 えぽ CTa 舶 H） と男性補助変化 （nyTb ）で は 共に 単数主格の 語

尾は φ（｛
’
P ）， 中性基本変化 （例 えば c船 BO ） と中性補助変化 の そ れ は 〈o ＞

とな り， そ れぞれ パ ラ レ ル を なす こ とにな ります 。 こ の 点で，また ，次 に 述べ

る　くa＞ 説が持つ
， 単数主格，複数主格同外形 と い う欠点を取除 い て い る 点で ，

＜0＞ 説は 秀れ て い ます 。 し か し ， JlnTri，　nopocfi は 一体 い か なる変化 に 属す る

の か と い う問題が お こ ります 。 も し，ど こ に も持 っ て い きよ うが な く，や は り

中性補助変化に 属す る とす る な ら ，
こ の 2語 の 単数主格の 語尾は 規範語尾 で は

な く特殊語尾で ある とい う論証が必要 とな りますが，それ に は十分な論拠がな

い よ う思 わ れ ます 。

　（3＞ 〈a＞．nvaT「i は語幹 ・語尾に
一

部 特殊性 があ り，　 nopocfi も，普通，単数

主格 と対格 し か 使わ れ な い に し て も，
BP6Mfi と同 じ中性変化名詞で あ り，か つ ，
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そ の 単数主格 の 語尾は 特殊語尾で ある とする 十分な論拠が な い な ら， こ の 2語

の 音声か ら， こ れ ら の 語の 単数主格は くa＞で ある とする こ とがで きます 。　 なぜ

な ら，こ の 2語で は 語尾に ア ク セ ン トが落ちその背後に ある音素は くa＞で ある と

い う こ と を は っ き り示 すか らで す 。
こ の 説 は ILHTfi，　nopo 鋭 の 2語 の 処置 の 問

題を解決 し ますが ， 男性変化 の み基本変化 と補助変化 の 単数主格が 同 じ語尾 φ

を とるだ けで ，中性 ・女性変化で は その対応が欠け る とい う結果を招 ぎます 。

ま た ，単数主格 と復数主 格は 語幹 の 違 い に よ り区別 され る と して も，語尾 とし

て は 同 じ ＜a＞で ある とい う，他の 語類に は み られな い 例外的な語尾の 外形一致

を こ こ に 認め なけれ ばな らな くな ります 。 〈i皿
’−a＞伽 H （単数主格），〈im

’
on ・a＞

HMe 舶 （複数主格）。

　（4） φ．BP6Mfl の 類 も 期 頸 ，　nopocri も同 じ中性補助変化名詞 と考 えるが ，

そ の 単数主格は φで ある とい う考 え もあ ります 。 〔3 〕 （1 ， 466頁） は こ の 立

場を と ります 。 こ の 考えに 従 うと， こ れ ら語 の 原形末 の 〔∂〕や 〔i］ は ，単数

主格語尾 の φ の 接合 に 当 っ て末尾 の 子音 が脱落し，そ の 前に あ る母音 ＜o＞な

い し ＜a＞が裸 出 して きた も の とい うこ とにな ります 。 こ の 考え は ， 名詞 の語

幹は 必ず子音で 終る とい う原則 （〔8〕17頁） に 例 外 を もうけ る こ とに な りま

す 。 こ の よ うに 欠点 は大 きい の で すが ， 利点も大 きい とい わ ざる を得 ませ ん 。

丑H 題
，
nopO 磁 の 処 置を上手 に 行 い ， 単数 ・複数 の 主格 の 外形一致を 避け得 る

とい うだけで な く，それは補助変化 の 性質を骨太 に えが きだす こ とがで きるか

らで す 。 補助変化の 単数主格は 男性 （nyTb ）， 女性 （KOCTb ）， 中性 （BP6MH ）

に拘 らず，全て φで ある とす る こ と が で きる の で す 。 ま た ， 即 鋭 の ア ク セ ン

トを語幹不 動 ア ク セ ン ト とす る こ とが で き，ザ リズ ニ ャ
ーク の よ うに e

”

型 と

い う型を avaTsl　 1語の た め だ けに み とめ ない で すみ ます （〔4〕参）。 そ の 上 ，

こ の 説を と る と，い わ ゆ る 「語幹変化」 とい うもの が，単数 ・ 複数 に 対応す る

もの を 除け ば，全て 語尾の 外容 （音素構成）に 呼応する 照応的 な変化 と して 記

述で きる可能性が でて くる の です 。

　　　　 　　　　　　 　　　　 語　　　幹

　§3． 名詞の 変化は 語尾 の 変化 と語幹 の 変化 に よ っ て 記述 され ます 。

　語形 か ら語尾を取去 っ た 残 りを 語幹とい い ます 。多 くの 語に 於て は 語形 が ち

が っ て い て も語幹は 一致 し ます 。 しか し，それが一致 しない語 も存在 し ます 。

ある語形の 語幹がそ の 他 の語形 の 語幹 と
一

致 し な い 場合 ， 語幹 に 変化が お こ っ

て い る と考 え られ ま す 。 こ の語幹 の 変化は 出没 母音に よ る もの と出没母 音に よ
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らない もの とに大別 され ます 。 出没母音 とは 母音を頭に もたな い 文法形態素（語

尾ばか りで は あ りませ ん ）の 接合に 呼応 して ，語幹末子音群 の 最終子音直前に あ

らわれ る母音を い い ます （出没母音は ザ リズ ニ
ャ
ー

ク に 従 い その母音の 上 に
＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　　　　　＊ A　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ A

を付す こ とに よ っ て 示 し ます ）。 〔at
’6ts〕＜otets ・φ＞ oT 印 ， 〔atstsa〕＜otets ・a＞

OT 甑 出没母音 に よ る語幹の 変化は ， こ の よ うに ，語尾 の 音的構成 に呼応する

語幹 の 照応的変化で す 。 出没 母音 に よ らな い 語幹 の 変化が，普通 ， 「語幹変化」

と呼ばれ ます 。

　ザ リ ズ ＝ ヤ
ーク が行 っ た 「語幹変化」 の 記述は， こ れ以上 の もの は 望めず ，

今後ず っ とこ れ に従 っ て い くほ か ない と思われ る くらい み ごとです 。 そこ で は

「変化」 に あた っ て交替 ， 脱落 （φ へ の 交替），付加 （φ か らの 交替）され る

もの は 要素に分解 さ れ る と共 に ，そ の 「変化」 の あ り方 は 語形 の 意味 に 応 じ，

名詞 で は ， 5 類にわか たれ ます ： 1 類　単数形
一複数形 。 例 くQK −Q＞6KO−〈o｛］−

　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A 　　　　　　　　　　　　　　　A

i＞oqH ．2 類　単数主格形一非単数主格形 。 例 〈dot∫・φ＞Aoqb −＜dot∫・i3r’−i＞
・6・e

梟
・

・ 爾 ・…
’・am

≧n… pri・・ 3類 櫛 生彫 一
獄 生 鰍 例

く嬲
n

’凾a＞ n6 ・Hf’
・ 〈驪 nLam ＞蜘 冊 1−〈騁

・ ・φ＞ n6 ・eH・ 4 類 非複数与
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　　　　＊

格 ・造格 ・前 置 格一複 数 与格 ・造 格 ・前 置 格 。 例 〈tserkov
’・φ〉蛭 PKOBb，

〈翁・・k9・・j・〉・6P・一 ，ζ｛甃・kδ… ej＞u・醸
一〈臠erk 驫 。m ＞ 。，画 。

，
　 A 　 　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A 　　　　　

＜tserkov −am
’i＞LtepKBtiMH，〈tserkov−ax ＞UepKB6x ．5類　単数 ・複数主格一

非単数 。 複数主格。 例 JlliTSt一珊 題 TH （〔4〕 239頁参 。 た だ し，ザ リ ズ ニ ャ

ーク は綴字言語 に 話 しを限 ります）。

　　注記 〈i3＞ は 〈i＞〈e ＞＜o ＞〈a ＞ で あ る 可能性 を 持つ 〈音素〉 を示 します 。 下

　に 書 か れ た ） は 先行 す る もの の 硬子 音 ・
軟子 音 の 特徴 は 後行す る もの に 依存す るか た

　ま り音素を 示 します。上に ひ か れ た （ は無声 ・
有声 の 特徴 に お け る同 様の か た ま り音

　素を 示 します 。

一
は 語幹 と語尾 の 境 目を示 します 。

　 しか し，
4類 の 軟子音 くv

’
〉 の 硬子音 くv＞ へ の 交替は あきらか に ， 〈a＞を

頭に もた な い 語尾 で あるか，それを持つ 語尾で ある か に 呼応 して い ます 。 そ れ

に 複数与格 ・造格 ・前置格が ま とま っ て 他 の 語形 と対立す る意味上 の必然性は

ど うもみ とめがた い よ うに思われ ます 。 こ の よ うに 考え て い くと， 2類で あげ

た もの ， 例えば noqb に おける 〈i3r
’
〉の 付加 も φ語尾 （単数主格） と非 φ語

尾 （単数主格以外） に 呼応する よ うに 見え ま す し， 3類で あげた n6CHfi に お

ける軟子音 くガ〉 の 硬子音 くn ＞ へ の 交替 もや は り，φ語尾 との 呼応 と し て み

とめ られ ます 。
しか し，「語幹変化」をそ の よ うに 記述 しに くい もの も ま た あ

ります 。 特に BP6Mfi 等で は単数主格に 有形語尾をみ とめ る と， そ の 「語幹変
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化」 とφ語尾 との 呼応関係は み とめが た くな ります 。 しか し， それが前述 の よ

うに ， φ語尾なら， 語幹 の 〈n
’
〉の φとの 交替 （脱落） は φ語尾 に 呼応す る と

い う解釈 が とれ る可能性が で て きます 。

　本稿の 目的は 「語幹変化」 の問題 の 解明に ある の で も，ま た ，そ の 記述に あ

る の で もな く，それ以 前或はそれ を越 えた所に あ ります 。 で すか ら ， 詳 し くは

稿を あら た め た い と思 い ますが ， 筆者 に は 「語幹変化」 と い うの は 複雑 で む ず

か し い 事柄の 理解 の 仕方 と思わ れ て な りませ ん
。 そ の よ うな語幹は 「変化」す

る の で は な く分岐 して い る の で は な い か と思 える の で す 。 変化 も分岐 も同 じで

は な い か と い わ れ て し ま えばそ れ ま で で す が ，分岐 と見た方 が 事柄 の イ メ ージ

が は っ ぎり して くる と思 っ て い ます 。

　 こ こ で 今迄 「語幹変化」 とい われて きた事柄を分岐 とい う考えで と らえ なお

し ， 後述の よ うに ， 単数形 ・複数形 と い う内容 に よ る分岐以外は 語尾 の 外容に

照応する分岐で ある こ とを示 し， そ の 体系に お い て BP6Mfl 等 の語 の語幹 の 分

岐は い か な る位置を 占め る か をあぎらか に して お きた く思 い ます 。

　　　　　　　　　　　　　　分 岐 語 幹

　§4． 出没母音に よ らずに 当該語の 諸語形 の 語幹 に 不
一
致がみ とめ られ る 場

合，そ の 語は 分岐語幹を持 つ と い い ます 。 分岐語幹以外 の語幹を単一語幹 と呼

び ます 。 出没母音を持 つ 語幹 も単
一

語幹 に 含ま れます。分岐語幹 は 語尾 の 内容

な い しは そ の 外容に 呼応 し て こ とな る語幹 が分岐す るも の で す が ， そ の 分岐点

は 語幹末な い し は語幹中 の 母 音，な い しは 語幹全体に あ り ， 決 し て語幹末子音

直前とい う位置に は存在 しませ ん 。

　分岐語幹 の 分岐 の あ り方に は 次の 3 通 りがあ ります 二 工　 単数語尾に つ く語

幹 （単数用語幹 と略称） と複数語尾に つ く語幹 （複数用語 幹と略称） とが分岐

す … 9・：轟・例 噌：嵩蜘 幅 腑 形縁 ・ 儺 ・繍

尾 用語幹と略称） と φ語尾 に つ く語幹 （φ語尾用語幹 と略称） とが分岐する 。

・9・二誓 例 ・・畷 二
’1　’1　… ep −H

・　・1・・lb・　m ・・〉纐 磯 ・ ・ 語

尾 に つ く語幹 と そ 纏 持 つ 謁 。 つ 儲 幹とが 分岐す る ． ＜A＞

一
非〈a ＞

例
（ ・ v

’
　
一

非く。 ＞　 　 　 　 　 　 　 　 b − 〈・ 〉
＜tserko− ＞
　　　 v 一くa ＞

　　注記　分岐語幹を表記す る 場合， 1， 1，皿 に わ た り，先 に書 い た 語幹 を 上 に ， 後
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　 に 書い た語幹を 下に 示 し， そ れ ぞれ その 後に
一

を引き，そ の 内容上，外容上 の 条件を

　記 し ます （上 例参）。

　語幹 の 分岐 は 1 で は 語尾 の内容 に 対応 し，II，　 IEで は 語尾の外容に対応 し ま

す 。 1， 1 ， 皿は それ ぞれ独立 して も存在 し ますが，工の 分岐 の 後に ∬ の 分岐

が お こ る もの もあ ります 。
つ ま り内容的分岐 の 後に 外容的分岐が お こ る もの が

あ ります 。 皿 の 分岐は llePKOBb 　 1語 に み とめ られ ，個別的 な もの に 過ぎず，

1，i と結び つ い て存在する こ とは あ りま せ ん 。
こ の 組合せ を考慮す る と語幹

の 分岐 の あ り方 は 4 通 り （詳 し くい えぽ 5 通 り） ある こ とに な ります ； A ．単

数用語幹 と複数用語幹が分岐す る ； B ．非 φ語尾用語幹 とφ語尾用語幹 とが分

岐す る ； C ．単数用語幹 と複数用語幹が分岐 し ， その い ずれ か の 内で ， 非 φ語

尾用語幹 とφ語尾 用語幹 とが分岐す る 。 （a）単数用語幹内で 非 φ語尾用語幹 と

φ語尾用語幹 とが分岐す る 。 （b）複数語 幹内で 非 φ語尾 用語幹 とφ語 尾用語幹

とが分岐する ；D ，＜a＞を頭に 持たな い 語尾に つ く語幹 とそれ を持 つ 語尾に つ

く語幹とが 分岐する 。

　以下 A ．B ．　 C ．　 D の 順 で記述 し ますが ，分岐の 仕方 （交替 ・脱 落 ・付加）

に つ い て は こ こ で は 述べ ませ ん 。 また，分岐の 仕方に バ ラ エ テ ィ
ーが最 も富む

A は通常記述 され て い る もの と特に こ とな りませ ん の で詳 しくは 省略 し ， 代表

的な例を あげる の に とどめ ます 。

　 A ．単数用語幹 と複数用語幹 の 分岐

鰯 ・三覆蜘 磯 ・：巖  ・eta・ξ・三轟吻

　

〈

t
−W’31a

．kVgk・：羨一

　 B ．非 φ語尾用語幹 とφ語尾用語幹 の 分岐

・・ く珪・：吉
φ

・〈・命 呈・二ず    ・恥

（、） 〈9
’

〉

一非φ
，原形が 〈碚 （奥舌音を除 く）雌 ． 。

・
． −a＞で es、D ，

　 ，5
　　　　n 一φ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　＊

語尾 の 接合 に 当 りア ク セ ン トが 01e の 直前の 母音に お ち る名詞及びIIJeCTePHfi

例 くb。謬 厂
卿

6a，H。 （5ti，e。）
　　　） n 一φ

（、） 〈星 〉

一非 φ
、 〈d 。，∫．些 〉

一夢鴨 。，b （そ の 他MaTb ）
　　　　 φ　

一
φ　　　　　　　　　　　　　 φ　　　　　　　　　　　　　　　

一
φ
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（4）

）
尸
つ

〈
u

〉

一非 φ

φ
一

φ

　 　 　 u 　 ＊

： 〈pol搾
一den ，

〉
　　　¢

） 　　
一

φ

一非 φ
n6nAeHb （そ の 他．no 調Hoqh ）

＜9＞

一

勲 、＜。，
・i9，9＞

　
rm

非φ
Xp ，，CT6c

OS − P 　 　 　 ） OS 一
φ

C ．単数用語幹 と複数用語幹 の 分岐後の 非φ語尾用語幹 とφ語尾用語幹 の 分

岐

（a ）単数用 語幹内で の 非 φ語尾用 語幹とφ語尾用語幹の 分岐

，1， ＜瑳、ト単：鶴 形。 ［。
’

。］。 終。名，司 ，。、＿ 。 就。 。 後述，

　　　 E 一複

例 く。 rem
，

。ill，ト・：蓄
φ

　 　 　 　 　 　 　 　 　　

　　　　　　 n 一複 　 　 　 BP6Mfl 《時》

注記

樹
一

単：蓼 舗 灘 鬻靉驪 肉瓢 灘嘉轟灘
　　　 E 　一

複　　　 用語幹 の 分岐で は末尾 の 〈n
’
〉が脱落する こ とを示 します。

　　　 nopocfi は 〔9 〕〔4 〕で は 語形 と して 単数の 直接格しか 認 め て い ませ ん が，〔12〕

　　　〔13〕は nopo 鋭 ，　nopocfiTH ，複 nopocfiTa ，　mpo 鋭 T を記載 し ます。 も しそ う

　　　。 、，。 。 語。 。 次。 、 ，。 表記 。 きま
，
，
，
e ，＿ 鍼，｝噸 ： 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 　 一
複

（、）く捌弾

　　了
注記

毒、ト単

　　 了

二乳諭 ド単：蓄
φ

蝋 灘 m 、
　 　 　 　 　 　 　 　

　
一

複　　　　　 φ　
一複

　　一非 φ　 は，単数用語幹 と複数用語幹 の 分岐 で は 〈at
’
〉が 脱落 し， 単

　　一φ　　 数用讌幹内 で の 非 φ語尾用語幹と φ語尾用 語幹 の 分岐で は

一
複　　　 〈t

’
〉が 脱落す る こ とを 示 し ます 。

（b）複数用語幹内で の 非 φ語尾 用語幹と φ語尾用語幹の 分岐

　　 豈
（1＞〈 n

’

〉

　　 π

一単

｝
　　 一非 φ

鹽
一複

　　
一

φ

　　　　 ＼

　　　 n
’ 一単

．〈sa5en
，

＞

　　　ff｝
　　

一非φ一複
　　

一
φ

cti＞iceHb （複数生 格 C舐 eH ）
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　　　 god 　 一単

（2＞＜ 90d

　　　　1’et

〉

｝一・ 才 　
「°n　 （ge数生as　 ”’eT’

　D ．〈a＞を頭 に持た な い 語尾に つ く語幹 とそれを持 つ 語尾に つ く語幹の 分岐

　 （ 　　＊ V
，一

夢P ＜a＞　　．
　〈tserko− ＞　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 uePKQBb
　　　　 v − 〈a＞

　c独 eHb と ron は 複数生格だけ 他の 語形 と語 幹が こ とな ります 。 複数生格

の 語尾は φで すが，単数主格 もφです 。
こ の よ うな こ とは ，

BP6Mfl の 類 の み な

らず，
couaaT の よ うな約 200語 に及ぶ男性変化名詞に み られ る（〔14〕 95　f，

104f 頁）こ とで 驚 くに 足 りま せ ん が ， 内容 に よ る分岐を単数用 語幹 と複数用語

幹 の分岐に し か 認め な い 限 り， 上記 2語 は C （b）で えが い た よ うに やや人工 的

な分岐 に な っ て しまい ます 。 も し，複数生格以外 の 語尾に つ く語幹 と複数生格

語尾 に つ く語幹 とが分岐する とい う内容に よ る分岐を も う 1 つ 認め る な ら， こ

の よ うな人工 的な分岐 の 記述をせずに す ます こ とが で きます 。 し か し，そ うす

る と分岐 の あ り方 の記述 の 段階が 1 つ 増え る と共 に，広 くみ とめ られ る φ語尾

に対応す る語幹 の 分岐 とい う
一面が

一部 こ ぼ れ落ち て し ま い ます。

　　 　　　　　　 　　　　　　 語形 の形成

　§5．　 中性補助変化を 行 うか ど うか は 単純な 目安で 識 別 で き ま す ：原形 が

〔m
’

e〕で 終 る名詞及び JIHT「i，　 nopocfi が中性補助変化を行 い ます 。 こ れ ら語

の ア ク セ ン トは 3舶 MH が A 型 ，
　 nopocA が B 型 ， 双H 頭 が A1型 ， それ以外は

C型 で す 。
3H 謡 兄 の 複数形で は 原形で の 位置 よ り 1音節 ア ク セ ン ト が 後退 し ま

す 。

　注記　ア ク セ ン ト型 の 名称 は 〔2 〕 〔1 〕〔16〕 に 基本的 に 従 い ま す。

　語幹は全て §4 の C （a）で 記 した よ うな分岐語幹で す。ILHTfi は 単数造格 ；複

数主格 ・生as　・造格で特 殊語尾 くoj （u ）〉；〈i＞， ＜ej＞， 〈m
’i＞ を とります 。

　 　 s　　　　　　　　　　　　　　　ド

nHTfl ，　 nOPOCfi を除 き全 て 不 活動体名詞 で す 。

　以上 の よ うな情報は ア ク セ ン トを含め 全て語幹が担 っ て い る もの と し ま す

（第 2 ・3表の 語幹 の 裘記参）。 語形は 語幹に 語尾を接合する こ とに よ っ て 形 成

され ます 。

　1． 規範語尾を と る語 の 語形 の 形 成 。

　規範語尾を と る 語の語形の 形成を例示 し ます （第 2表）。
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単 ．
主

・
対 1 φ

i生・
与 前 1 ＜i＞

濫 樹一
単：ず

・膿．募、ト単：鴛
・

）

　 正 ア ク セ 　 　 ff − ec
〔不活〕

讖袤噸 〔不 活〕

　　　　　 退

語

〔znim
’
e ），

数

〔zn6m
’
lnl〕

造 鸛脇 1 〔znim
’
ln
’
gm 〕

〔im
’
∂〕

〔i皿
’
ln
’
匸〕

主

〔iM
’
ln
’
em 〕

　　1複
　　i
｛

形 i
　 　 数

対

規〈a＞／
特〈i＞

〔znam
’6n∂〕

生
規 φ／
特〈ej ＞

与 〈am ＞

前 〈ax ＞

〔znam
’6n〕

〔znam
’6nem 〕

「znam
，6n∂ xl

〔lm
’
lnfi〕

造 亅　　　規〈aln
’i＞／

　　　特〈m
’i＞

〔lm
’6n〕

〔皿
’
エnSm 〕

〔匸m
’
max 〕

〔znam
’6nem’1〕 〔亙m

’
ln6m

’
1〕

第 2表 規範語毘 の み を と る も の の 語形の 形 成

　2． 特殊語尾 を とる語 の 語 形 の 形 成。

　酬 脱 は 既述 の 通 り単数造格と複数主格 ・生格 ・造格で 特殊語尾を選択 しま

す 。 そ の語形の 形成の様子を表示 し ます （第 3 表）。

　　　　　　　　　　　　　 lloablMfi の 変化

　§ 6． §4 の C （b）で の 2語に 関す る ち ょ っ と した 欠点を 除けば記述は 何 もか

も うま くい っ た よ うで す 。 しか し， こ の よ うな記述をた め らわ せ る 語が一語あ

ります 。

　 〔2 〕（375頁） も 〔1〕（491頁） も こ こ で い う中性 補助変化名詞 と し て 次 の

ユ2語を掲げます 二6p6MA，　Bp6Mfi ，　BtilMfi，3H6M π，　Rn6Mfi
，
舳 兄

，
　nn6Mfi

，
　n6 ．abiMfl

〔古〕，
c6Mfi ，　 CTP6Mfi ，　 T6Mfi ，餌 鋭．

　 注記　〔9 〕で は こ れ 以外 に 6ep6嘲 ，　 XbHbc6Mfi ，　 noayiM 　H が 見出され，計 15語。

　　　nopo 磁 を 加 えれ ば，計16語 とな り ます 。

　 問題は n6nbiM 兄 を あげて い る こ とで す 。
こ の 語に は 単数主格 ・対格 （共に

n翻 bKM 幻 ・造格 （fi6nbiMeM ） の 3語形 しか な く， 他 の 語形は 欠落す る とされ ま
’
す （〔4〕99頁，317頁 ；〔9〕； 〔1〕492頁）。 こ の 3 つ の 語形か ら考え られ る
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「丶 ＼

語
尾

語　　幹

1単 1主 ・対 1 φ

〔

濃儲ト単：悲
・

，。。瀰 尾、

〔活〕　　 φ
一

複　　 （主 ・
生

・造で 特殊語尾）

〔d
’
lt
’
巨〕

語

形

数

生・与 ・前　　〈三〉

・ 畷 跚引
〔d
’
【t’aピ1〕

〔d
’
lt
’Et’

【j〕　（〔d
’
エt’巨t’Ilu〕）

複

主
規〈a＞／
特〈i＞

対

生
規 φ／
特＜ej ＞

〔d
’6t’1〕

数

〔d
’
lt
’6j〕

与 〈am ＞ 〔d
，6t，em 〕

前 〈ax ＞

　　 1 規＜am
’i＞／

造
　　 1特〈rn

，i＞

〔d
’6t’ex 〕

〔d
，
lt
，
m
，i〕

　　　　　　　　　　　 第 3 表　AH撹 の 語形の 形成

語幹は 明 らか に 〔p6；Xm ’

〕で あ り，語尾は 〔e〕， 〔em 〕で す 。 語幹に は い か な

る分岐 もみ とめ られ ませ ん 。 単一語幹 〈polim
’

〉に 語尾が接合 して 語形が つ く

られ て い る に 過 ぎませ ん
。 も し， こ れ が BP6MH 等 と同 じ分岐語幹を持 つ な ら，

造格は
＊ n6 ．lbLweHeM とな らなければな りませ ん 。

こ の 語は他 の 全て の中性補

助変化名詞が貫ぬ か れ る特徴で ある分岐語幹を持た ない の で す 。 語尾を よ く見

て み ま し ょ う。 造格 〔em 〕は ＜om ＞ の あ らわ れ と考 え る の が 妥当で し ょ う。

主格 ・対 格の 〔e〕は 必ず しも ＜a＞ の あらわ れ で は な く，〈o ＞ の あ らわれ で も

あ り得ます 。 単一語幹に 単数主格で 〈o＞， 造格で ＜om ＞ を と っ て語形を形成

す る の は cn6BO 等が属する 中性基本変化名詞で す 。
　 n6nbiMfi は 一部語形が 欠

落す る として も ， 音声的 に は 中性基本変化 の規範変化名詞 と して 完全 に 記述で

きる諸特徴をそ なえ て い ま す 。 今迄，文法家は 語源に 惑わ さ れ て か ，同種 の 語

と全 く同じ 一Mfi 〔m
’

e〕を原形 末に持 つ こ とに ひ か れ て か ，造格 の 外容を詳 しく

検討せ ずに 盲 目的に 当語を中性補助変化名詞 に か ぞえ て きま した が ， それに は

何等 の 根拠は な く， あ らゆ る外形上 の特徴は中性基本変化名詞で ある こ とを 告

げて い ます 。

　 こ の こ とに 〔1〕が気付 くの は もう一歩 とい う所だ っ た よ うです 。 そ こ で は ，

こ の 語は 中性 補助変化名詞 に 属す るが，斜格は 造格 （n6nbIMeM ）を除 き使用 さ
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れ な い
， ただ し文芸作品 で は中性基本 変化 の 語尾を もつ 語形が見出 され る ， と

指摘し，Ho 　AblMHJacb 　THxafi 双opora 　B　He3aKaTHoM 　no 」lblMe 　o3ep （EceHHH ）．

を交例と して掲げます が ，
n6nbiMe が中性基本変化の 語尾を と る 語 形 な ら ，

n6 πblMeM もそ うで あ り，
　 n6nbiMfi も少 くとも音声的に は そ うで あ る，ただ，

邪魔を して い るの は その 正書法的外容 で ある ，と気付い て よ か っ た 所だ と思 わ

れ ます 。

　注記　「標準的」 に は 斜格 は 造格以外欠 落す る と し て も，それをずれ る 所 で n6nhlr 　 fl

　　　は 中 性 基本 変化 名 詞 と して （或程 度 自由 に ） そ の 他の 語形 を っ く っ て い るふ しが

　　　あ ります。上 掲例 もそ の一つ です が，〔13〕は与格 と して E6 ”blMlo を 記 載 します。

今迄 ，中性基本変化名詞 で 対軟子音を語幹末 に 持つ 語は M6pe
，
　 r6pe

，
　 H6 ∬e

の 3 つ で あ り， 語幹末 の対軟子音は くr
’
，
1’

〉 とい う流音 しか な い と され て きま

した が （〔7〕97−98頁 ）， こ こ に も う一語迷子 と な っ て い た n6blblMfi が み つ か

り，語幹末子音 と して 〈m
’

〉が新た に加え られる こ とに な ります。

　さ て， こ の 事態を文法 と して ど う処 置 した らよい の で し ょ うか 。

　　　　　　　　　　　　 noaLIMfi の 綴字の改正

　§7． n6 」blMfi とい う正 書法的外容をその ま ま残 し，か つ ， それ を BP6MH

と同類 に 扱 い た い な ら，
BP6Mfi 　＄の語尾は φで ある とか ， こ こ で記 した よ うな

分岐語幹を持 つ とか い うよ うな こ とは 云わな い 方が よ い と思われ ます 。 そ う云

えば ， ただ ち に ，
n6nNMfl

，
　 n6nbir ｛eM は ど うや っ て 語形が造 られ る か が問題 と

な り， ひ い て は M6pe 等 とこ とな らな い こ とに 気付か れ て くる か らです 。 綴字

言語 で は
， まず ， 例 えば ザ リズ ＝ ヤ

ーク が行 うよ う， 語尾を fi（
’
a） とし ，

　 r語

幹変化」 は単数主格
一

それ以外 の 語形 の 段階で φ→ OH （BP6Mfi 等）， φ → aH

（c6Mfi，　 CTP6M 幻，単数形一複数形 の 段階で 軟子 音か ら硬子音へ の 交替をみ と

め ，
n6 ∬biMfi は こ の よ うな 「語幹変化」が行なわ れな い

， と して お けば ， 寝た

子を お こ さずに すむ か もしれ ませ ん 。 音声言語で は，単数主格語尾を くa ＞と し，

それ な りに記述され る 「語幹変化」 がな い 例外 と して n6 ．EbiMA を あげれば，

事を荒立 て ずに すみ ま し ょ う。（〔3〕 は 語尾を φと し，い わば寝た子を お こ し

たわけ で，n6nbiMe ：i の 形成が 問題 とな る所で すが ， こ の 語に言及の な い の は

残念です）。 しか し ，
こ の よ らな記 述 は ， 現実的配慮に 富む政策的態度 と し て

も ， 学問的態度 とは い え ませ ん 。

　抜本的処置方法は ， 欠落語形を注する と し て も 〔p611m
’

e〕 は C」6BO，
　 M6pe

と同 じ中性基本変化名詞 と して 扱 うこ とと筆者 は 考え ます。で す か ら，中性補
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助変化 名詞 の 範囲は JLHTri （nopocli ） 及び 原形が 〔m
’

e〕で 終 る もの ，た だ し

〔p61．rm
’
e〕を除 くとされ なけれ ば な りませ ん 。 か くし て ， 中性補助変化名詞は

例外 な く分岐語幹 （「語幹変化」）を持 つ こ とに な り ま す。また ，（綴字形態の

文法で ）， 中性基本変化名詞 の 範囲は 不 変化名詞を除 き原形が o 及び e で終 る

名詞及 び n6LlblMfi とされ なけれぽな りませ ん 。 そ し て そ の 単数主格 の 特殊語

尾 と して π を み とめ なければ な りませ ん 。 こ の こ とは n6nbLMH の 正 書法的外

容の 改正 の 必 要を示唆す る も の です 。

　M6pe 等 の語末 に e がある の は ，中性基本変化名詞 の 単数主格 の 語尾 は （fi

を書か ず）e とする，と い うか た ち で ，伝統的 に 定め られ て い る か らで す 。

n6 ・ibiMfi ももしそれが中性基本変化名詞な ら，
　 n6abiMe と書かれ て しか る べ き

で す 。 こ う書か れれ ば，綴字言語 の 文法 に 於け る こ の 語 の 位置は た だ ち に 定ま

ります 。

　注 記　「書 きこ とば ，特 に ，19世紀 の 詩歌 」 で は，語幹変化が 行 な わ れ て い な い fiMH，

　　　n 舶 MH ，　 T6M ∬，　 B「kMfi等の 語形が見 出 され ます （〔1〕492 頁）。 そ の 場合，理論

　　　的 に は 語形変化 が 行な わ れ る 語 と 行 な わ れ な い 語が あ り， 前者 は 中性補助変化名

　　　詞 と して 従来 通 りの 正 書法的 綴 字を 持 ち ， 後者 は 中性 基本変化名詞 と して fiNfe，

　　　n 舶 Me ，　 T6Me ，　 BSkMe とい う綴字を持つ ，と い うこ と に な ります 。

　 しか し，rn6nblMeだ と ？！」 と詩人や作家 の 拒否反応が き こ え て くる か も し

れ ませ ん 。 こ の よ うな語を使 い た が る の は
一

般 の人で は な く， こ うい っ た 天職

に ある入達で す 。
nnaMfi と語源的 ・意味的関連を持ち ， それ と並 ん で 長 い 歴史

と伝統を生 き抜 い て きた こ の 語 の 綴字を
一部な りとも改正する とい う社会的 ・

文化的影響が か な らずある実践が ， 文法体系の た め に 行 うに 足る こ とか ど うか ，

実際上 行 い 得 る か ど うか ， は ， 言語政策 の 閏題 に属 し，筆者に し っ か り した 意

見が あるわけで は あ りま せ ん 。 理論上の こ とは 述べ 得て も，実際上 の 問題は ・

シ ア 人， ロ シ ア語社会に ゆだ ね る の が当然 で し ょ う。
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rlpaBHnbHa "H  op{I}orpaopHqecKafi (i)opMa

cnoBa  cpeAHero  polla KHo"blMfi)  ?

CEoH CI"IPOTA

   CyuecTBliTenbHHe cpeJIHero  poAa  Ha  
-e,

 KaK  Hanpmlep,  Ksc{ope),  KnoneD,  oT-

HocfiTcfl KIcKnoHefmEo,  a cymecTBHTenbHble  cpeAHero  pona Ha  
-Mfi,

 KaK  Ha-

llpHMep,  KMMflD,  KBpeMnv  K  III cKnoHeHHK).  (cM. PyccKafi rpaMMaTHKa.  T. L M,,

M3JlaTenbeTBo AH  CCCP.  1980. cTp.  484-491.) nocnenHHe  o6pa3yEoT  Bce  rrane>K-

HNe  opopMbl, KpoMe  opopM liMeHHTenbHoro  li BHH"TenbHoro  liane)icel"t, oT  ocHoBbl

Ha  MfirKy}o  cornacHylo  {n') (BpeMe (n']-, HMe  [n')-, rr"aMe  (nl-), a y nepBblx

TaKo"  cneuMcl)HuecKoth  uepTliI HeT.  CM. Mo  [r']-, no  (1']-.

   K  cymecTBMTenbHb-T  cpeAHero  poAa Ha  -Mfi 66biqHo oTHocmcfi  cxoBo  Kno-

AbiMfiD. ¢ opMbl  KocBeHHblx  nane}Ke"  sToro  cnoBa,  KpoMe  TBopHTeJbHoro  nane-

)fca Kno"brMeM)>,  He  ynoTpe6liTe"bHbl. 3Ta eAHHcTBeHHo  ynoTpe6"fieMafi cl)opMa

KocBeHHblx  rrane>Keit  He  o6pa3yeTcfi  oT  ocHoBbl  Ha  MfirKyio  corna ¢ HyEo  [n'], a

o6pa3yeTcfi  oT  ocHoBbl  "pnMhlx  nane>Keva  Ha  [m'] : HoJIil (m'em), nonbl  [m'e).
   OHo  cKJoHgeTcfi,  mo  KpanHeta  Mepe  q)oHeTHgecKH, coBepmaeHHo  oAHHaKoBo

KaK  cy-ecTBHTenbHble  CPeAHero  pena  Ha  -e, oTHoC"mllec"  K  1 CKnoHeHH}o,  CM.

llonHMfi  [p6trm'e]-llone [/p61'e) (HM. BHH.  n.), HonbiMeM  Cp61rm'em]-noneM
[p6i'em) (TB. n.).
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   liTaK, Mbl  non)fcHH  cHHTaTb,  llTo K I cK"oHeHmo  oTHoc"Tc"  c"oBa  cpezaHero

pona  Ha  -e H  cnoBo  Krronblh{fiD, a K  III cK"oHeHHK)  oTHoc"Tcfi  Bce  c"oBa  cpen-

Hero  poAa Ha  -Mfi, KpoMe  cnoBa  (nonblMHD.  Ho  gTo  cH"bHo  ocxo}KHHeT  rpaM-

MaTHuecKoe  onHcaHHe  cKAoHeH"".  AyMaeTcH, uTo,  KpoMe  gTHMonorngecKMx  co-

o6pa}fceHHH,  HeT  HuKaKoro  ocHoBaHH"  naTb  gTOMy  CXOBy  optporPaipMueCKylo

{bopMy  (no"blMsD.  EcJH  Mbl  HanHmeM  op(I}orpacPuHecKM  epo  [PopMbl  fip"Mblx

nane)Ke"  KaK  ccnonbmeD,  To  Mbl HvacKonbKo  He  }IcKa3HM  ero  ipoHeTHgecKoro
o6JHKa  H  BMeCTe  c  TeM  H36e>KHM  ocao>}cHeHMA  B  onMcaHHAx,  He  6yneT  Hapy-

llJeH HH  oAHH  H3  npHHaunoB  pyccKoVI optporpa{PHH,  KpoMe  TpaAzllMH.  CM. no-

aHMe'[p61im'o)-none  [p61b):, rro"biMeM  [p61rm'em]--- [' p61rm'im]-noneM  {p61'em]
-.[PO!'Im].
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